


発掘調査速報


一直中期� Ij遺跡、は、君津市内を南北に流れる

小糸川に面した微高地上にあります。

遺跡の位置する君津市三直は、鎌倉時代か

ら室町時代までは「三直郷」と呼ばれ、鎌倉

の武士や大寺院の領地(ュ佐園)となっていた

地域でもあります。

柱の跡が整然と並，3i屋敷跡(南かう)

者層の屋敷で使用されたものと思われます。

また、遺物の年代から、屋敷は鎌倉時代� 

(1 3世紀代)から江戸時代初期 (17t~紀前半)

まで、多少位置 を変えながら、(まぼ継続して

{吏わオlていたことが分かりました。そして、

これらの屋敷は長い年月を経て、現在も遺跡、

の近くにある農家の屋敷へと、受け継がれて

いったようです。

こう考えると、今回の発掘調査で発見され

た屋敷跡は、まさに現在の農村の原風景とい

八千代市の南西部、東側に新川を見下ろす台地の上に、

「ゆりのき台Jの街が広が.っています。ここは、住宅・都市

整備公団(現・都市基盤整備公団)の萱田特定土地区画整

理事業によって生まれた新しい街です。 こ'叫ん

事業伝伴い、明??58年から烹粉し年にかLiL権現後湾問、

ヲサル山遺跡、北海道遺跡、井戸向遺跡、坊山遺跡、白幡前

遺跡の6遺跡が発掘調査されました� その結果、約3万年前の旧石器時代から奈良・平安時O

代までの生活跡が見っかりました。

中でも、奈良・平安時代の遺跡夜らは、総数55F軒というたくさんの竪引毛居跡が発見さ

れました� そこからは、和同開弥、三色の柚薬のかかった陶器(三彩小壷)、年号や地O

名・人名・人の顔などが書かれた墨書土器� (f村神郷丈部国依甘魚」ほかに、守Fが出土し

ました� また、小規模なお寺と思われる建物跡や、粘土を焼いて作られた瓦塔(五重塔)O

の破片、小さな青銅製の仏像など、仏教に関連した遺構や遺拘も在、くさん見ppりました。

こうした墨書土器などから、この北総地域が、古代の「下総国印描郡村神郷」に属した

中IL'J也であったことがわかります。

なお、萱団地区の資料は、八千代市歴史民俗資料館で保管・展示されています。

⑥遺跡今昔物語⑤
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願いが込められているのかもしれま

せん口

また民俗例から、土器の中に納め

たのは、無事に生まわ，てきた赤ちゃ

んの胞衣であり、その土器を出入り

口に埋め、家の人が踏んだりまたいだりすれ

ばするほど、その子が丈夫に育つという風習

があったという説もあります。いずれにせよ、

子供に対する愛情の表れであることには遠い

ありません。

なお、 墨古沢遺跡、の発掘調査は、平成� 12年

度も継続して行われます。

うことができるでしょう 。

遺物紹介コーナー


なぜ、出入り口の下に埋められ、土器に穴

があけられたのでしょうか� 実は、そこには、G

今も昔も変わらない親の子に対する深い愛情

があったようです。

今でも出産は大変なことですが、医学の知

識もない当時は、それこそ生きるか死ぬかの

一大事だったに違いありません。死産だった

り、生まれてまもなく死んでしまったりとい

うことが、今では考えられないほど多かった

でしょう� そのようなかわいそうな赤ちゃんC

や胞衣(胎盤)を納めたのが、この「埋饗」

だと考えられています。

家の中や家のすぐそばに埋めたり、土器に

穴をあげるのは、再びおなかに戻って生まれ

井戸向遺跡出土三彩小壷� (実物の約� 2/3)
婦影:堀越知道

家の中心lこ向かつて傾いていることが多い(近年の耕作により、土器の
一部が破損していた。この埋警に穴があいていたかは不明)

縄文時代(主に中期から後期にかけて)の

竪穴住居跡の出入り口と思われる辺りから、

埋められた土誌が見つかることがあります。

時には、土器の底もしくは側面に小さな穴が
鉄道も開通し、すっかり街らしくなった「ゆりのき台J (1993年撮影/提供:都市基盤整備公団千葉地域支社)

あけられていることもあります。 変わって欲しいという、わが子に対する親の
(掲載出土晶/八千代市教育委員会所蔵)� 
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